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お
寺
か
ら
の
お
願
い 

参
道
中
央
脇
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
は
自
然 

ゴ
ミ
（
落
ち
葉
、
草
、
枯
れ
た
花
）
だ 

け
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
お
墓
掃
除
で
使 

用
し
た
雑
巾
、
タ
ワ
シ
、
洗
剤
容
器
、 

軍
手
、
欠
け
た
茶
碗
等
は
処
分
で
き
ま 

せ
ん
の
で
、
各
家
で
町
の
ゴ
ミ
と
し
て 

出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
は
ど
こ
で
も
分 

別
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と 

り
一
人
自
覚
を
持
っ
て
処
理
を
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

  

寂
光
塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、お
墓
継
承
に
お
悩

み
の
方
、お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養

い
た
し
ま
す
。 

寂光塔（永代供養合同墓所） 動物供養塔（ペットのお墓） 

動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。 

檀
家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き

ま
す
。 

 

 

●第６回 三遊亭鳳楽独演会● 

期日 １０月３日（日曜日） 

時間 午後５時開演（４時３０分開場） 

会場 広厳寺 

定員 ３００名 

会費 1,000 円 

 

 ＊毎年恒例となりました落語会です。第６回目を迎えました。鳳楽師匠 

の「七代目圓生」襲名も現実味をおびてきました。 

 

 
  

お
寺
で
葬
儀
が
で
き
ま
す
！ 

 

最
近
は
会
館
、
ホ
ー
ル
で
の
葬
儀
が
主 

流
で
す
が
、
昔
は
自
宅
又
は
お
寺
を
使 

い
ま
し
た
。
祭
壇
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ご
本
尊
に
護
ら
れ
て
行
い
ま
す
の
で
有 

り
難
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
ご
先
祖
の 

眠
る
菩
提
寺
で
葬
儀
を
と
言
う
人
が
増 

え
て
き
て
い
ま
す
。
ご
検
討
下
さ
い
。 

 

＊
葬
儀
社
の
代
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で 

死
亡
届
提
出
、
火
葬
手
配
、
霊
柩
車
、 

香
典
返
し
、
通
夜
振
る
舞
い
、
お
斎
等 

詳
細
手
配
は
葬
儀
社
に
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。
胎
内
市
で
は
、JA

農
協
葬
祭
、 

ア
ー
ク
ベ
ル
新
発
田
セ
レ
モ
ニ
ー
中
条 

ホ
ー
ル
、
会
津
屋
葬
祭
胎
内
店
が
あ
り 

ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
も
連
絡
で
き
ま
す
。 

 

◆
ご
案
内 

 

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
参
拝
と 

 
 

晩
秋
の
北
陸
・
飛
騨
高
山
の
旅 

  

こ
の
度
、
胎
内
市
仏
教
連
合
会
（
会

長
・
笹
口
浜
宝
持
院
・
加
藤
宗
俊
住
職
）

で
は
、
各
宗
本
山
及
び
寺
院
の
参
拝
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。
第
一
回
目
と
し
て
今

年
度
は
、
表
題
の
永
平
寺
参
拝
を
実
施
い

た
し
ま
す
。 

 
期
日 

十
一
月
二
五
日
〜
二
七
日 

（
二
泊
三
日
） 

 

宿
泊 
永
平
寺
、
飛
騨
高
山 

 

旅
費 

五
万
円 

 

人
数 

四
十
名 

 

〆
切 

十
月
二
十
日 

 

＊
詳
細
は
お
寺
ま
で 
 

 
 

見
学
場
所 

 

北
陸
一
の
本
堂
と
彫
刻 

 

瑞
泉
寺 

 

曹
洞
宗
の
大
本
山 

永
平
寺 

 

千
手
観
音
と
か
え
で
の
名
所 

那
谷
寺 

 

日
本
三
名
園 

雪
つ
り
見
学 

兼
六
園 

 

三
町
、
宮
川
朝
市
散
策 

 

飛
騨
高
山 

 

六
三
体
の
円
空
仏
安
置 

 

千
光
寺 

チケット完売しました！ 


